
夏休みの予定を高校生に聞きました1

学年が上がるほど、受験・進学に関するイベントにポイントが集中しています。遊び系イベントでは全学年を通じて、夏祭り（6.4％）、
花火大会（5.4％）といった季節性の高いイベントにポイントが集まりました。

キャリタス進学では高校生の進路選択動向に関するアンケートを定期的に行っています。

今回は「夏休みの予定や進路選択」について実施いたしました。

実査期間 ： 2017年7月21日～2017年7月30日

調査方法 ： インターネット調査

対象者 ： LINE公式アカウント「LINE進学」を友だち追加しているユーザー

有効回答数 ： 1,155名（高校生およびその保護者）

Ｑ 夏休みのメインの予定を教えてください。 （n=1039）

アンケート Vol.2

Ｑ 学校から、夏休み中にオープンキャンパスに参加しなさいという課題が出ていますか？ （n=1039）

学年別では高校2年のみ「YES」が過半数を上回りました。高校では、1～2年生のうちにオープンキャンパス参加を指導して
いることが分かります。また前述の「夏休みの予定」の設問において、高3生では「オープンキャンパス参加」が他学年よりも
ポイントが上回っていることから、高3生は学校からの指導ではなく、より自主的にオープンキャンパスに参加している傾向
がうかがえます。
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オープンキャンパスについて、保護者に聞きました （n=116）2

保護者全体では「週1回くらい」が最も多く、次に「月1回くらい」となりました。子の学年が高3生でも「週1回くらい」が最も多く、
次点に「ほぼ毎日」が入っており、高3生の親子の会話で「卒業後の進路」が日常的な話題になっていることがうかがえます。

子の学年が低いほど、将来何をしたいのか決まっていない傾向が高く、学年が高いほど学力面や経済面といった現実的な
不安が高い傾向があります。
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Ｑ お子さんの進学で気にかかることは？もっとも気になる内容を3つまで選んでください。

Vol.2アンケート

Ｑ お子さんと高校卒業後の進路についてどれくらいの頻度で会話しますか？

Ｑ オープンキャンパスに参加しようと思う学校は、どれくらいの志望度ですか？ （n=1039）

高学年になるにつれて、志望度が高い学校のオープンキャンパスに参加していることが分かります。なかでも高3生
では、参加する学校は志望度5（最高値）の回答が過半数を超えています。


